
 
 
 
 

2 月 20 日は「アレルギーの日」です。また、２～3 月は花粉症のシーズンでもあります。花粉症の症状は風邪 

と似ていて、子どもは症状をうまく言えません。心配なときは、小児科や耳鼻咽喉科などに相談しましょう。           

   

                 

大人の病気と思われがちですが、5～9 歳では 13.7%、10～19 歳では 

31.4%の子どもが花粉症だというデータがあります。花粉症の症状があっ 

ても、熱がないなら大丈夫と油断しがちですが、症状がずっと続くと不快 

なだけでなく、様々な問題を招くおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月ほけんだより 
 

令和 8 年 

郡山市保育課 

Ｑ：鼻水は取ってあげた方がいいですか? 

Ａ：自分で鼻がかめない小さい子どもは、保護者が 

鼻水を取ってあげましょう。 

〔解説〕 

鼻水の中には細菌などの病原体や炎症を引き起こす

物質が含まれており、中耳炎や副鼻腔炎を起こした

り、長引いたりする原因になります。特に乳児は鼻水で

鼻が詰まると呼吸がうまくできません。自分で鼻がか

めない場合は、保護者が吸引して取ってあげましょう。 

アレルギー性鼻炎・

花粉症 Q＆A 

Ｑ：目をかゆがるのですが、目薬はどうしたらいいですか? 

Ａ：抗アレルギー薬や抗ヒスタミン薬の点眼薬は安全に 

使えます。 

〔解説〕 

抗アレルギー薬や抗ヒスタミン薬の点眼薬は比較的安全

に使うことができます。刺激の少ないものを処方してもら

い、指示通りの回数で点眼します。ステロイドの点眼薬は

眼圧が上がるなどの副作用を起こす可能性がありますの

で、眼科医師の診察を受けて指示通りに使いましょう。 
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